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   	  Mn基強磁性体のなかで、MnAlGeをはじめとした正方晶 Cu2Sb型構造を有する３元化合物は、

Mn原子が c面内に二次元的に配列し、高い一軸の結晶磁気異方性を有する[1]。MnAlGeやMnGaGe

に Cr を置換することで、飽和磁化及びキュリー温度が上昇することが報告された[1]。一方、Mn

を Crに全置換した CrAlGeは結晶構造が斜方晶 TiSi2型となり、飽和磁化及びキュリー温度はそれ

ぞれ 0.4 µB/f.u.及び 80 Kと MnAlGeに比べ大きく減少することがわかった[3]。MnAlGeと同様に

Cu2Sb型構造を有する MnZnSbは 317 Kにキュリー温度を有しており、最近キュリー温度付近で

の磁気熱量効果について報告された[3]。しかしながら、MnZnSb に対する元素置換効果に対する

報告は少ない。本研究では、Mn を Cr で全置換した CrZnSb に着目し結晶構造及び磁気特性を明

らかにした。 

CrZnSb試料は反応焼結法で作製した。作製した試料の結晶構造を室温で粉末 X線回折測定によ

って評価した。磁気特性は、SQUID磁束計によって評価した。測定範囲は 5 ≤ T ≤ 300 Kおよびµ0H 

≤ 5 Tである。 

CrZnSb の熱磁化曲線を Fig. 1 に示す。CrZnSb

の磁化は 5 T, 10 Kにおいても 0.31 Am2/kgと小さ

く、熱磁化曲線は強磁性的な振舞を示さないこと

がわかった。また、1 Tの熱磁化曲線では、140 K

及び 230 K付近にカスプが現れた。5 Tでは、ほ

ぼ単調減少となり、230 K にわずかにカスプが観

測された。 

	 講演では、CrZnSbの結晶構造についても報告す

る。 
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	 	 Fig.1. CrZnSbの 5 Tにおける熱磁化曲線。

挿入図は、1 Tにおける熱磁化曲線を示す。 
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